
不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 大安 奎 

旧 7 月 17 日   

金曜    1 

「
四
諦
」
は
仏
教
の
入
口
で
あ
り
、
ま
た
終
点
で
す
。 

お
釈
迦
さ
ま
は
最
初
の
説
法
で
「
四
諦
」
を
説
き
、
入

滅
の
際
に
も
「
四
諦
」
を
説
か
れ
ま
し
た
。 

「
四
諦
」
と
は
、
人
生
は
苦
で
あ
る
と
知
る｢

苦
諦｣

、

苦
の
元
は
様
々
な
心
持
ち
の
集
合
だ
と
知
る｢

集
諦｣

、

苦
を
除
い
た
状
態
を
知
る｢

滅
諦｣

、
滅
諦
に
至
る
道
を

知
る｢

道
諦｣

の
四
つ
を
諦
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。 

煩
悩
や
差
別
な
ど
の
様
々
な｢

滅｣

を
知
る
こ
と
が
悟
り

で
あ
り
、｢

滅｣

に
至
る
道
が
仏
道
修
行
な
の
で
す
。 

  

転
四
諦
法
輪 

 
 

「
四
諦
の
法
輪
を
転
じ
」 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

て
ん 

 
 

し 
 

 

た
い 
 

ほ
う 

 

り
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 赤口 婁    

旧 7 月 18 日   

土曜    2 

「
五
衆
」
と
は
、
次
の
「
五
蘊
（
ご
う
ん
）
」
の
こ
と
。 

①
色…

様
々
な
刺
激
に
応
じ
て
起
き
る
種
々
の
感
覚 

②
受…

感
覚
に
よ
っ
て
生
じ
る
感
情 

③
想…
感
情
か
ら
生
じ
る
思
想 

④
行…
何
か
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
意
志 

⑤
識…

対
象
を
区
別
し
て
知
る
認
識 

お
釈
迦
さ
ま
は
、
四
諦
と
と
も
に
、
五
蘊
が
生
じ
た
り

滅
し
た
り
す
る
変
化
の
あ
り
さ
ま
を
説
き
続
け
法
華
経

に
至
り
、
す
べ
て
を
仏
へ
と
導
か
れ
た
の
で
す
。 

   

五
衆
之
消
滅

 
 

「
五
衆
の
消
滅
を
説
く
」 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

ご 
 

 

し
ゅ 

 
 

し 
 

 

し
ょ
う 

め
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 先勝 胃    

旧 7 月 19 日   

日曜    3  
お
釈
迦
さ
ま
は
、
舎
利
弗
が
仏
に
成
る
と
授
記
を
与
え

ら
れ
ま
し
た
。 

法
華
経
の
説
法
の
座
に
い
た
者
た
ち
も
舎
利
弗
と
同
じ

よ
う
に
仏
に
成
れ
る
の
だ
と
確
信
を
得
ま
す
。 

し
か
し
、
仏
に
成
る
道
は
容
易
に
理
解
で
き
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
お
釈
迦
さ
ま
は
方
便
に
よ
っ
て
浅
い
教

え
か
ら
深
い
教
え
へ
と
説
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

だ
か
ら
信
心
が
深
ま
っ
て
く
る
と
、
仏
さ
ま
と
一
緒
に

い
る
よ
う
な
心
持
ち
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。 

  

必
当
得
作
仏 

 

「
必
ず
ま
さ
に
仏
に
成
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
日
宇
喩
品
第
三 

 

ひ
っ 

 
 

と
う 

 

と
く 
 

さ 
 

 
 

ぶ
つ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 友引 昴    

旧７月 20 日   

月曜    4  
教
え
を
学
び
、
理
解
し
、
信
じ
、
人
を
救
う
な
ど
の

修
行
し
て
き
た
努
力
の
す
べ
て
を
、
悟
る
た
め
に
役

立
て
る
。
そ
れ
が
回
向
で
す
。 

そ
し
て
、
自
分
が
受
け
る
べ
き
功
徳
を
他
者
に
振
り

向
け
人
に
譲
る
。
そ
れ
が
巡
り
巡
っ
て
自
分
が
回
向

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
は
仏
に
成
る
道
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。 

煩
悩
を
滅
す
る
こ
と
が
悟
り
に
至
る
道
だ
と
信
じ
て

い
た
舎
利
弗
は
よ
う
や
く
そ
れ
に
気
づ
き
ま
し
た
。 

  

尽
回
向
仏
道 

「
こ
と
ご
と
く
仏
道
に
回
向
す
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

じ
ん 

 
 

え 
 

 

こ
う 
 

ぶ
つ 

 
 

ど
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 先負 畢    

旧７月 21 日   

火曜    5  
｢

我
見｣

と
は
、
常
に
自
分
を
中
心
に
物
事
を
考
え
る

こ
と
。｢

有
無
見｣

と
は
、｢

断
見｣

（
物
事
が
変
わ
る

方
向
ば
か
り
を
見
る
偏
っ
た
考
え
）
と
、｢

常
見｣

（
物
事
は
変
わ
ら
な
い
、
い
つ
で
も
同
じ
だ
と
思
い

込
む
こ
と
）
の
二
つ
の
考
え
方
。 

｢

我
見｣

と｢
有
無
見｣

を
離
れ
る
こ
と
が
悟
り
に
近
づ

く
こ
と
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
る
聴
衆
の
迷
い
を
解
く

よ
う
に
と
、
舎
利
弗
は
お
釈
迦
さ
ま
の
説
法
を
懇
願

し
ま
し
た
。 

  

我
見 

及
有
無
見 

「
誤
っ
た
考
え
方
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
聴
衆
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

が 
 

け
ん 

 
 

 
 

ぎ
ゅ
う 

 

う 
 

 
 

む 
 

け
ん 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

  仏滅  觜    

旧 7 月 22 日   

水曜    6  
お
釈
迦
さ
ま
は
、
方
便
と
し
て
煩
悩
を
除
く
こ
と
か

ら
説
か
れ
ま
し
た
。 

諸
仏
が
譬
喩
を
用
い
て
説
い
て
か
ら
深
い
悟
り
に
導

く
よ
う
に
、
人
々
を
救
済
す
る
た
め
の
準
備
の
意
味

で
方
便
を
説
く
の
だ
と
前
置
き
さ
れ
ま
し
た
。 

今
か
ら
説
く
譬
喩
の
意
味
が
解
っ
た
な
ら
ば
、
さ
ら

に
深
い
教
え
も
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
諭
さ
れ

た
う
え
で
、
「
三
車
火
宅
の
譬
え
」
の
説
法
が
始
ま
る

の
で
す
。 

  

以
譬
喩
得
解 

「
譬
喩
を
以
て
解
る
こ
と
を
得
ん
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

い 
 

 

ひ 
 

 
 

ゆ 
 

 

と
く 

 

げ 
 

 
 

 
 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 大安 参    

旧 7 月 23 日   

木曜    7  
私
た
ち
が
暮
ら
す
こ
の
世
界
は
、
濁
り
乱
れ
、
安
住

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
火
宅
（
火
災
に
あ
っ
て
い
る

家
）
で
あ
る
と
喩
え
た
説
法
。 

火
宅
の
中
に
遊
ぶ
子
供
ら
に
、
父
親
の
長
者
が
羊

車
・
鹿
車
・
牛
車
の
三
つ
の
車
を
与
え
る
と
告
げ
て

門
外
に
誘
い
出
し
、
火
宅
を
出
た
後
に
三
車
よ
り
立

派
な
大
白
牛
車
を
与
え
ま
す
。 

三
車
は
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
の
教
え
、
大
白

牛
車
は
一
仏
乗
＝
法
華
経
を
示
し
て
い
ま
す
。 

  

三
車
火
宅
の
譬
え 

「
火
宅
に
遊
ぶ
衆
生
を
救
う
譬
え
話
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

さ
ん 

 

し
ゃ 

 
 

か 
 

 

た
く 

 
 

 
 

 
 

た
と 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 
 

昔
於
波
羅
刈 

転
四
諦
法
輪 

分
別
説
諸
法 

五
衆
之
生
滅 

今
復
転
最
妙 

無
上
大
法
輪 

 

是
法
甚
深
奥 

少
有
能
信
者 

我
等
従
昔
来 

数
聞
世
尊
説 

未
曾
聞
如
是 

深
妙
之
上
法 

 

世
尊
説
是
法 
我
等
皆
随
喜 

大
智
舎
利
弗 

今
得
受
尊
記 

我
等
亦
如
是 

必
当
得
作
仏 

 

於
一
切
世
間 
最
尊
無
有
上 

仏
道
諌
思
議 

方
便
随
宜
説 

我
所
有
福
業 

今
世
若
過
世 

 

及
見
仏
功
徳 

尽
回
向
仏
道 

爾
時
舎
利
弗
。
白
仏
言
世
尊
。
我
今
無
復
疑
悔
。
親
於
仏
前
。
得
受
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提 

記
。
是
諸
千
二
百
。
心
自
在
者
。
昔
住
学
地
。
仏
常
教
化
言
。
我
法
能
離
。
生
老
病
死
。 

究
竟
涅
槃
。
是
学
無
学
人
。
亦
各
自
以
離
我
見
。
及
有
無
見
等
。
謂
得
涅
槃
。
而
今
於
世
尊 

前
。
聞
所
未
聞
。
皆
堕
疑
惑
。
善
哉
世
尊
。
願
為
四
衆
。
説
其
因
縁
。
令
離
疑
悔
。 

爾
時
仏
告
。
舎
利
弗
。
我
先
不
言
。
諸
仏
世
尊
。
以
種
種
因
縁
。
譬
諭
言
詞
。
方
便
説
法
。 

皆
為
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
耶
。
是
諸
所
説
。
皆
為
化
菩
薩
故
。
然
舎
利
弗
。 

今
当
復
以
譬
諭
。
更
明
此
義
。
諸
有
智
者
。
以
譬
諭
得
解
。 

法華経 日めくり 令和５年（2023）９月① 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 赤口 井    

旧 7 月 24 日   

金曜    8

7  

  

唯
有
一
門 

「
唯
一
つ
の
門
あ
り
」 

  

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

ゆ
い 

 
 

う 
 

 

い
ち 
 

も
ん 

あ
る
大
長
者
が
住
む
家
に
は
財
産
や
財
宝
が
溢
れ
て

お
り
、
多
く
の
召
使
い
も
雇
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
広
大
な
家
に
は
門
が
一
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

財
宝
が
溢
れ
る
大
き
な
家
は
、
大
い
な
る
仏
さ
ま
の

悟
り
の
境
地
の
譬
え
で
す
。 

一
つ
し
か
な
い
門
は
、
仏
さ
ま
の
悟
り
の
道
へ
の
入

口
の
譬
え
で
す
。 

よ
ほ
ど
し
っ
か
り
見
極
め
て
い
か
な
い
と
、
一
つ
し

か
な
い
門
を
見
逃
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

白露   



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 仏滅 鬼    

旧 7 月 25 日   

土曜    9

7  
火
炎
に
包
ま
れ
た
家
の
中
で
戯
れ
遊
ぶ
子
供
た
ち

は
、
生
命
の
危
機
に
気
づ
か
ず
、
自
分
が
住
む
家
の

現
状
を
知
ろ
う
と
も
せ
ず
、
そ
れ
故
に
驚
く
こ
と
も

怖
れ
る
こ
と
も
な
く
、
平
然
と
し
て
い
ま
し
た
。 

家
が
燃
え
て
い
る
と
知
っ
て
い
て
も
、
大
し
た
こ
と

は
な
い
と
油
断
を
し
て
い
る
子
供
も
い
ま
し
た
。 

ま
る
で
現
代
の
私
た
ち
の
よ
う
で
す
。 

炎
が
す
ぐ
そ
ば
ま
で
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る

の
は
難
し
い
も
の
で
す
。 

   

不
覚
不
知 

不
驚
不
怖 

 

「
覚
え
ず
、
知
ら
ず
、
驚
か
ず
、
怖
れ
ず
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

ふ 
 

か
く 

ふ 
 

ち 
 

 
 

 

ふ 

き
ゅ
う 

ふ 
 

ふ 
 

 
 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 友引 柳    

旧 7 月 26 日   

日曜    10  
父
で
あ
る
長
者
に
は
体
力
が
あ
り
、
力
づ
く
で
子
供

た
ち
を
外
に
押
し
出
す
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
門
が
一
つ
で
狭
い
こ
と
に
気
づ
き
、
か
え

っ
て
危
険
で
あ
る
と
思
い
留
ま
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
長
者
は
子
供
た
ち
が
自
分
の
足
で
外
へ
出
る

よ
う
に
と
仕
向
け
る
た
め
、
彼
ら
が
興
味
を
持
っ
て

い
る
三
つ
の
車
が
外
に
あ
る
と
誘
い
出
す
の
で
す
。 

無
理
強
い
し
た
り
、
形
式
だ
け
を
伝
え
て
も
、
教
え

の
真
髄
は
伝
わ
ら
な
い
こ
と
の
譬
え
で
す
。 

  

我
身
手
有
力 

「
我
れ
身
手
に
力
あ
り
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

が 
 

 

し
ん 

 
 

し
ゅ 

 
 

う 
 

 

り
き 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 先負 星    

旧 7 月 27 日   

月曜    11  
父
で
あ
る
長
者
は
子
供
た
ち
を
救
う
た
め
に
、
早
く

出
て
来
い
と
呼
び
か
け
ま
す
。 

し
か
し
、
遊
び
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
子
供
た
ち

は
、
父
が
危
険
だ
と
訴
え
て
も
、
何
が
危
険
な
の
か

も
わ
か
ら
ず
、
驚
き
も
せ
ず
、
怖
れ
も
し
ま
せ
ん
。 

た
だ
父
が
呼
ぶ
の
を
見
つ
め
て
い
る
だ
け
で
し
た
。 

私
た
ち
を
取
り
巻
く
世
界
の
危
機
に
気
づ
か
ず
、
快

楽
に
溺
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
様
子
を
、
仏
さ
ま
は
歯

が
ゆ
く
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

  

視
父
而
已 

「
た
だ
父
を
見
つ
め
る
ば
か
り
だ
っ
た
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

し 
 

 
 

ぶ 
 

 

に 
 

 
 

い 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 仏滅 張    

旧 7 月 28 日   

火曜    12  
父
で
あ
る
長
者
は
、
子
供
た
ち
が
欲
し
い
と
望
む
玩

具
が
門
外
に
あ
る
と
誘
い
ま
し
た
。 

簡
単
に
手
に
入
ら
な
い
物
は
、
い
ず
れ
そ
の
う
ち
に

手
を
入
れ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か

そ
の
機
会
は
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。 

ま
さ
に
「
い
つ
や
る
の
？ 

今
で
し
ょ
！
」
と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
長
者
は
子
供
た
ち
が
興
味
を
示
す

三
つ
の
車
が
門
外
に
あ
る
と
の
方
便
を
設
け
て
誘
い

出
し
た
の
で
し
た
。 

  

後
必
憂
悔 

「
後
に
必
ず
憂
悔
せ
ん
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

ご 
 

 

ひ
つ 

 
 

う 
 

 

け 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 大安 翼    

旧 7 月 29 日   

水曜    13  
長
者
が
子
供
た
ち
を
誘
い
出
す
方
便
に
示
し
た
三
車

が
羊
車
・
鹿
車
・
牛
車
で
三
乗
と
も
い
い
ま
す
。 

羊
車
＝
声
聞…

仏
の
教
え
を
聞
い
て
四
諦
の
理
を
観

じ
、
世
の
中
に
囚
わ
れ
な
い
心
を
作
る
教
え
。 

鹿
車
＝
縁
覚
乗…

実
際
の
事
実
と
思
い
合
せ
縁
に
よ

っ
て
覚
る
教
え
。 

牛
車
＝
菩
薩
乗…
人
々
を
救
う
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

仏
界
に
至
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
教
え
。 

三
つ
の
車
を
乗
り
継
い
で
も
悟
り
に
至
り
ま
せ
ん
。 

  

羊
車

 

鹿
車

 

牛
車 

「
方
便
の
三
つ
の
車
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

よ
う 

 
 

し
ゃ 

 
 

ろ
く 

 
 

し
ゃ 

 
 

ご 
 

 

し
ゃ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 赤口 軫    

旧 7 月 30 日   

木曜    14  
「
四
衢
」
と
は
四
方
に
通
じ
る
広
い
道
の
こ
と
。 

四
辻
の
真
ん
中
に
立
て
ば
ど
の
方
向
に
も
自
由
に
行

く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
心
が
自
由
に
な
り
物

事
に
囚
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
の
譬
え
で
す
。 

三
車
に
誘
わ
れ
て
火
宅
か
ら
逃
れ
出
た
子
供
た
ち

が
、
四
衢
に
座
っ
て
喜
ぶ
さ
ま
は
「
苦
」
を
取
り
除

か
れ
て
解
放
さ
れ
た
状
態
を
示
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
長
者
は
子
供
た
ち
に
三
車
で
は
な
く
大
き

な
白
い
牛
の
車
を
与
え
る
の
で
す
。 

   

四
衢
道
中 

「
四
辻
の
真
ん
中
に
座
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

し 
 

 
 

く 
 

 

ど
う 
 

ち
ゅ
う 



不変山 永寿院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

舎
利
弗
。
若
国
邑
聚
落
。
有
大
長
者
。
其
年
衰
邁
。
財
富
無
量
。
多
有
田
宅
。
及
諸
僮
僕
。
其
家
広
大
。
唯
有
一
門
。
多
諸
人
衆
。
一
百

二
百
。
乃
至
五
百
人
。
止
住
其
中
。
堂
閣
朽
故
。
墻
壁
頽
落
。
柱
根
腐
敗
。
梁
棟
傾
危
。
周
喝
倶
時
。
殻
然
火
起
。
焚
焼
舎
宅
。
長
者
諸

子
。
若
十
。
二
十
。
或
至
三
十
。
在
此
宅
中
。
長
者
見
是
大
火
。
従
四
面
起
。
即
大
驚
怖
。
而
作
是
念
。
我
雖
能
於
。
此
所
焼
之
門
。
安

穏
得
出
。
而
諸
子
等
。
於
火
宅
内
。
楽
著
嬉
戯
。
不
覚
不
知
。
不
驚
不
怖
。
火
来
逼
身
。
苦
痛
切
己
。
心
不
轡
患
。
無
求
出
意
。
舎
利

弗
。
是
長
者
。
作
是
思
惟
。
我
身
手
有
力
。
当
以
衣
弓
。
若
以
几
案
。
従
舎
出
之
。
復
更
思
惟
。
是
舎
唯
有
一
門
。
而
復
狭
小
。
諸
子
幼

稚
。
未
有
所
識
。
恋
著
戯
処
。
或
当
堕
落
。
為
火
所
焼
。
我
当
為
説
。
怖
畏
之
事
。
此
舎
已
焼
。
宜
時
疾
出
。
無
令
為
火
。
之
所
焼
害
。

作
是
念
已
。
如
所
思
惟
。
具
告
諸
子
。
汝
等
速
出
。
父
雖
憐
愍
。
善
言
誘
諭
。
而
諸
子
等
。
楽
著
嬉
戯
。
不
肯
信
受
。
不
驚
不
畏
。
了
無

出
心
。
亦
復
不
知
。
何
者
是
火
。
何
者
為
舎
。
云
何
為
失
。
但
東
西
走
戯
。
視
父
而
已
。
爾
時
長
者
。
即
作
是
念
。
此
舎
已
為
。
大
火
所

焼
。
我
及
諸
子
。
若
不
時
出
。
必
為
所
焚
。
我
今
当
設
方
便
。
令
諸
子
等
。
得
免
斯
害
。
父
知
諸
子
。
先
心
各
有
所
好
。
種
種
珍
玩
。
奇

異
之
物
。
情
必
楽
著
。
而
告
之
言
。
汝
等
所
可
玩
好
。
希
有
難
得
。
汝
若
不
取
。
後
必
憂
悔
。
如
此
種
種
。
羊
車
。
鹿
車
。
牛
車
。
今
在

門
外
。
可
以
遊
戯
。
汝
等
於
此
火
宅
。
宜
速
出
来
。
随
汝
所
欲
。
皆
当
与
汝
。
爾
時
諸
子
聞
父
所
説
。
珍
玩
之
物
。
適
其
願
故
。
心
各
勇

鋭
。
互
相
推
排
。
競
共
馳
走
。
争
出
火
宅
。
是
時
長
者
。
見
諸
子
等
。
安
穏
得
出
。
皆
於
四
衢
道
中
。
露
地
而
坐
。
無
復
障
礙
。
其
心
泰

然
。
歓
喜
踊
躍
。
時
諸
子
等
。
各 

白
父
言
。
父
先
所
許
。
玩
好
之
具
。
羊
車
鹿
車
。
牛
車
。 

願
時
賜
与
。 

 法華経 日めくり 令和５年（2023）９月② 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 友引 角    

旧 8 月 1 日   

金曜    15  
火
宅
か
ら
脱
出
し
た
子
供
た
ち
は
、
三
つ
の
車
を
与

え
て
く
れ
る
よ
う
に
と
長
者
に
懇
願
し
ま
す
。 

そ
こ
で
長
者
は
子
供
た
ち
皆
に
大
き
な
白
い
牛
の
車

を
与
え
ま
し
た
。 

こ
の
「
大
白
牛
車
」
が
、
平
等
に
仏
に
成
る
こ
と
が

で
き
る
教
え
「
法
華
経
」
の
譬
え
で
す
。 

火
宅
か
ら
助
け
出
し
「
苦
」
か
ら
解
放
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
仏
に
成
れ
る
と
い
う
「
楽
」
も
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
「
抜
苦
与
楽
」
も
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。 

 

  

等
一
大
車 

「
平
等
に
大
き
な
車
を
与
え
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

と
う 

 

い
つ 

 
 

だ
い 

 

し
ゃ 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 先負 亢    

旧 8 月 2 日   

土曜    16  
こ
こ
か
ら
は
「
大
白
牛
車
」
の
様
相
に
つ
い
て
読
み

解
い
て
い
き
ま
す
。 

「
高
く
広
い
」
と
は
、
広
大
な
る
望
み
を
持
つ
と
い

う
こ
と
。
そ
の
車
は
仏
の
智
慧
を
求
め
る
と
い
う
大

き
な
理
想
を
持
っ
て
進
む
と
い
う
意
味
で
す
。 

仏
さ
ま
と
同
じ
智
慧
を
具
え
て
、
物
事
の
真
実
の
相

を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
世
の

中
の
動
き
や
人
間
関
係
な
ど
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と

も
な
く
、
平
穏
で
い
ら
れ
る
は
ず
で
す
。 

  

其
車
高
広

 

「
大
い
な
る
理
想
を
持
っ
て
進
む
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

ご 
 

 
 

し
ゃ 

 

こ
う 
 

こ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 仏滅 氐    

旧 8 月 3 日   

日曜    17  
「
大
白
牛
車
」
の
様
相
の
二
つ
目
。 

「
衆
宝
」
と
は
、
多
く
の
善
事
の
こ
と
。 

親
孝
行
や
育
児
、
人
助
け
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
で
当

た
り
前
に
積
み
重
ね
て
い
る
こ
と
も
善
事
で
す
。 

し
か
し
親
し
い
ゆ
え
に
、
わ
が
ま
ま
や
甘
え
の
心
が

生
じ
、
善
事
を
積
め
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

常
に
仏
さ
ま
の
よ
う
に
あ
り
た
い
と
心
が
け
て
自
分

を
磨
い
て
飾
っ
て
い
れ
ば
、
迷
う
こ
と
な
く
善
事
を

積
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。 

  

衆
宝
荘
校 

「
多
く
の
宝
を
も
っ
て
美
し
く
飾
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

し
ゅ 

 
 

ほ
う 

 

し
ょ
う 

き
ょ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 大安 房    

旧 8 月 4 日   

月曜    18  
「
大
白
牛
車
」
の
様
相
の
三
つ
目
。 

「
周
帀
欄
楯
」
と
は
、
車
が
揺
れ
て
も
落
ち
な
い
よ

う
に
周
り
に
欄
干
が
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
。 

善
い
心
を
た
も
ち
、
悪
い
心
を
抑
え
る
こ
と
を
記
憶

し
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
「
陀
羅
尼
」
を
示
し
て

い
ま
す
。 

「
陀
羅
尼
」
は
修
行
者
が
覚
え
る
べ
き
教
え
や
作
法

な
ど
を
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
転
じ
て｢

暗
記
さ
れ
る

べ
き
呪
文｣

と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

本
来
、
陀
羅
尼
は
暗
記
し
て
繰
り
返
し
と
な
え
る
事

で
雑
念
を
払
い
、
無
念
無
想
の
境
地
に
至
る
事
を
目

的
と
し
た
。
「
能
遮
」
と
い
う
意
訳
は
雑
念
妄
想
を

「
能
（
よ
）
く
遮
（
さ
え
ぎ
）
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。 

  

周
帀
欄
楯 

「
車
の
周
囲
に
は
欄
干
が
あ
る
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

し
ゅ
う 

 

そ
う 

 

ら
ん 
 

じ
ゅ
ん 

 敬老の日   



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 赤口 心    

旧 8 月 5 日   

月曜    19  
「
大
白
牛
車
」
の
様
相
の
四
つ
目
。 

車
の
四
面
に
懸
け
ら
れ
た
鈴
の
音
が
響
き
渡
る
よ
う

に
教
え
が
広
が
っ
て
い
く
様
子
を
譬
え
て
い
ま
す
。 

一
人
が
悟
り
に
向
か
っ
て
善
行
を
積
ん
で
い
る
と
、

周
囲
の
人
に
も
そ
の
教
え
が
広
が
る
も
の
で
す
。 

言
葉
や
経
典
に
よ
っ
て
伝
わ
る
方
法
も
あ
り
ま
す

が
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
さ
り
げ
な
く
積
ま
れ
る

善
行
に
よ
っ
て
、
周
囲
の
人
た
ち
に
ゆ
っ
く
り
と
深

く
浸
透
し
て
い
く
伝
わ
り
方
が
鈴
の
音
な
の
で
す
。 

 

善
き
振
舞
い
や
行
な
い
に
よ
っ
て
広
ま
る
教
え
は 

  

四
面
懸
鈴 

 

「
四
面
に
鈴
を
懸
け
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

し 
 

 

め
ん 

 

け
ん 

 
 

り
ょ
う 

 
 

し
ょ
う 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

   先勝 尾    

旧８月６日   

木曜    20  
「
大
白
牛
車
」
の
様
相
の
五
つ
目
。 

「
張
設
幰
蓋
」
と
は
、
車
の
上
に
屋
根
を
張
り
設
け

る
こ
と
で
、
人
々
を
救
護
す
る
働
き
の
譬
え
で
す
。 

救
護
の｢

救｣

は
苦
か
ら
逃
れ
ら
れ
ず
危
う
く
落
ち
そ

う
な
人
を
救
う
こ
と
、｢

護｣

は
駆
け
込
ん
で
き
た
人

の
生
き
る
力
が
回
復
す
る
ま
で
護
る
こ
と
で
す
。 

ま
さ
に
駆
け
込
み
寺
の
機
能
で
す
。 

悟
り
の
道
を
進
む
修
行
者
は
、
全
て
の
衆
生
を
救
護

す
る
働
き
を
担
う
と
い
う
こ
と
で
す
。 

  

張
設
幰
蓋 

「
幰
蓋
を
張
り
設
け
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

ち
ょ
う 

 

せ
つ 

 

け
ん 
 

が
い 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

 友引 箕    

旧８月７日   

金曜    21  
「
大
白
牛
車
」
の
様
相
の
六
つ
目
。 

「
珍
奇
雑
宝
」
と
は
、
様
々
な
宝
で
車
を
飾
る
こ
と

で
、
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
善
行
を
積
む
こ
と
の
譬

え
で
す
。 

相
手
が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
慮
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
善
行
を
積
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

さ
り
げ
な
く
相
手
の
望
む
手
助
け
が
で
き
る
と
珍
奇

雑
宝
が
貯
ま
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。 

仏
道
の
修
行
者
が
心
得
て
お
き
た
い
こ
と
で
す
。 

   

珍
奇
雑
宝 

「
珍
奇
の
雑
宝
で
飾
る
」 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

ち
ん 

 
 

き 
 

 

ざ
っ 
 

 

ぽ
う 
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法華経 日めくり 令和５年（2023）9 月③ 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

舎
利
弗
。
爾
時
長
者
各
賜
諸
子
。
等
一
大
車
。
其
車
高
広
。 

衆
宝
荘
校
。
周
帀
欄
楯
。
四
面
懸
鈴
。
又
於
其
上
。 

張
設
幰
蓋
。
亦
以
珍
奇
雑
宝
。
而
厳
飾
之
。
宝
縄
絞
絡
。 

垂
諸
華
瓔
。
重
敷
議
燕
。
安
置
丹
枕
。
駕
以
白
牛
。 

膚
色
充
潔
。
形
体
呉
好
。
有
大
筋
力
。
行
歩
平
正
。 

其
疾
如
風
。
又
多
僕
従
。
而
侍
衛
之
。
所
以
者
何
。 

是
大
長
者
。
財
富
無
量
。
種
種
庫
蔵
。
悉
皆
充
溢
。 

而
作
是
念
。
我
財
物
無
極
。
不
応
以
下
劣
小
車
。
与
諸
子
等
。 

今
此
幼
童
。
皆
是
吾
子
。
愛
無
偏
黨
。 

我
有
如
是
。
七
宝
大
車
。
其
数
無
量
。
応
当
等
心
。
各 

各
与
之
。
不
宜
差
別
。
所
以
者
何
。
以
我
此
物
。
周
給 

一
国
。
猶
尚
不
匱
。
何
況
諸
子
。
是
時
諸
子
。
各
乗
大 

車
。
得
未
曾
有
。
非
本
所
望
。
舎
利
弗
。
於
汝
意
云
何
。 

是
長
者
。
等
与
諸
子
。
珍
宝
大
車
。
寧
有
虚
妄
不
。
舎 

利
弗
言
。
不
也
。
世
尊
。
是
長
者
。
但
令
諸
子
。
得
免
火 

難
。
全
其
躯
命
。
非
為
虚
妄
。
何
以
故
。
若
全
身
命
。
便 

為
已
得
。
玩
好
之
具
。
況
復
方
便
。
於
彼
火
宅
。
而
抜 

済
之
。
世
尊
。
若
是
長
者
。
乃
至
不
与
。
最
小
一
車
。
猶 

不
虚
妄
。
何
以
故
。
是
長
者
。
先
作
是
意
。
我
以
方
便
。 

令
子
得
出
。
以
是
因
縁
。
無
虚
妄
也
。
何
況
長
者
。
自 

知
財
富
無
量
。
欲
饒
益
諸
子
。
等
与
大
車
。
仏
告
舎 

利
弗
。
善
哉
善
哉
。
如
汝
所
言
。
舎
利
弗
。
如
来
亦
復 

如
是
。
則
為
一
切
。
世
間
之
父
。
於
諸
怖
畏
。
衰
悩
憂 

患
。
無
明
暗
蔽
。
永
尽
無
余
。
而
悉
成
就
。
無
量
知
見
。 

力
。
無
所
畏
。
有
大
神
力
。
及
智
慧
力
。
具
足
方
便
。
智 

慧
波
羅
蜜
。
大
慈
大
悲
。
常
無
懈
倦
。
恒
求
善
事
。
利 

益
一
切
。
而
生
三
界
。
朽
故
火
宅
。
為
度
衆
生
。
生
老 

病
死
。
憂
悲
苦
悩
。
愚
痴
暗
蔽
。
三
毒
之
火
。
教
化
令 

得
。
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
見
諸
衆
生
。
為
生
老 

病
死
。
憂
悲
苦
悩
。
之
所
焼
煮
。
亦
以
五
欲
財
利
故
。 

受
種
種
苦
。
又
以
貪
著
追
求
故
。
現
受
衆
苦
。
後
受 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

  先負 斗  

旧８月８日   

金曜    22  
「
大
白
牛
車
」
の
様
相
の
七
つ
目
。 

車
の
四
方
に
宝
の
縄
が
懸
け
ら
れ
、
そ
の
縄
に
美
し

い
瓔
珞
が
飾
り
付
け
ら
れ
て
い
る
様
子
は
、
「
四
弘
誓

願
」
を
た
も
ち
続
け
る
こ
と
の
譬
え
で
す
。 

｢

四
弘
誓
願｣

と
は
、

①
数
限
り
な
い
人
々
を
救
う 

②

数
限
り
な
い
煩
悩
を
断
じ
る 

③
数
限
り
な
い
教
え
を

学
ぶ 

④
必
ず
仏
に
成
る
と
い
う
四
つ
の
誓
願
で
す
。 

 

法
要
の
最
後
に｢
四
弘
誓
願｣

を
お
唱
え
す
る
の
も
、

こ
の
誓
願
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。 

   

宝
縄
絞
絡 

垂
諸
華
瓔 

 

「
宝
縄
絞
絡
し
て 

諸
の
華
瓔
を
垂
れ
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

ほ
う
じ
ょ
う 

き
ょ
う
ら
く 
 

 
 

す
い 

し
ょ 

け 

よ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

   仏滅 女  

旧 8 月 9 日   

土曜    23  
「
大
白
牛
車
」
の
様
相
の
八
つ
目
。 

「
綩
綖
」
は
敷
布
団
の
よ
う
な
寝
具
、
「
丹
枕
」
は
赤

い
枕
の
こ
と
。 

布
団
は
心
の
禅
定
の
譬
え
。
布
団
に
落
ち
着
い
て
寝

る
と
心
が
安
定
し
て
き
ま
す
。 

赤
い
枕
は
仏
さ
ま
の
智
慧
が
具
わ
る
こ
と
。 

赤
に
は
真
実
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

心
の
禅
定
を
得
る
と
、
仏
さ
ま
の
真
実
の
智
慧
が
具

わ
っ
て
く
る
こ
と
の
譬
え
で
す
。 

   

重
敷
綩
綖 

安
置
丹
枕 

 

「
禅
定
を
得
て
、
仏
の
智
慧
を
具
え
る
」 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

じ
ゅ
う 

ふ 

お
ん 

え
ん 
 

 
 

あ
ん 

ち 
 

た
ん 

ち
ん 

秋分   



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

  大安 虚    

旧８月 10 日   

日曜    24  
「
大
白
牛
車
」
の
様
相
の
九
つ
目
。 

｢

白
牛｣

は
一
切
の
邪
念
を
取
り
去
っ
た
心
の
状
態
を

示
し
、
心
が
極
め
て
堅
固
に
な
り
、
艱
難
辛
苦
を
乗

り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
の
譬
え
で
す
。 

「
膚
色
充
潔
」(

膚(

は
だ)

の
色
が
美
し
い)

と
「
形
体
姝

好
」(

体
形
が
立
派
で
あ
る)

は
、
智
慧
の
働
き
が
優
れ

て
い
る
こ
と
の
譬
え
で
す
。 

「
大
筋
力
」
は
迷
い
と
取
り
除
く
力
を
示
し
ま
す
。 

白
い
牛
は
仏
道
を
迷
わ
ず
進
む
原
動
力
な
の
で
す
。 

  

駕
以
白
牛 

膚
色
充
潔 

形
体
姝
好 

有
大
筋
力 

「
車
を
引
く
白
い
牛
の
力
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

が 
 

い 

び
ゃ
く
ご 

 

ふ 

し
き
じ
ゅ
う
け
つ 

ぎ
ょ
う
た
い
し
ゅ
こ
う 
 

 

う 

だ
い
こ
ん
り
き 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

  赤口 危    

旧 8 月 11 日   

月曜    25  
「
大
白
牛
車
」
の
様
相
の
十
番
目
。 

迷
い
な
く
真
っ
す
ぐ
歩
む
白
い
牛
は
「
中
道
」
を
歩

む
こ
と
に
譬
え
ら
れ
ま
す
。 

他
者
と
の
違
い
に
囚
わ
れ
て
差
別
に
つ
な
が
る
よ
う

な
こ
と
な
く
、
ま
た
自
分
中
心
な
も
の
の
見
方
に
囚

わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
適
切
に
判
断
し
な
が
ら
偏
ら

ず
真
ん
中
を
歩
む
と
い
う
の
は
難
し
い
も
の
で
す
。 

仏
さ
ま
の
目
で
も
の
を
見
る
よ
う
に
心
が
け
て
、
周

囲
の
人
と
中
道
を
歩
み
た
い
も
の
で
す
。 

  

行
歩
平
正 

「
中
道
を
歩
む
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

ぎ
ょ
う 

 

ぶ 
 

び
ょ
う 
 

し
ょ
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

  先勝 室    

旧８月 1２日   

火曜    26  
「
大
白
牛
車
」
の
様
相
の
十
一
番
目
。 

「
大
白
牛
車
」
に
乗
り
、
寄
り
道
を
せ
ず
成
仏
の
直

道
を
進
む
こ
と
を
、
風
が
駆
け
抜
け
る
こ
と
に
譬
え

て
い
ま
す
。 

煩
悩
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
仏
さ
ま
の
教
え
を

学
び
、
実
践
し
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
な
る
よ
う

に
努
め
て
い
け
ば
、
そ
れ
が
成
仏
の
直
道
で
あ
り
、

風
の
よ
う
な
速
さ
で
悟
り
へ
と
た
ど
り
着
く
近
道
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

  

其
疾
如
風 

「
其
の
疾
き
こ
と
風
の
如
し
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

ご 
 

 

し
つ 

 
 

に
ょ 
 

ふ
う 

 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

  友引 壁    

旧 8 月 13 日   

水曜    27  
「
大
白
牛
車
」
の
様
相
の
十
二
番
目
。 

「
大
白
牛
車
」
を
護
衛
す
る
従
者
が
大
勢
い
る
と
い

う
の
は
、
仏
さ
ま
の
大
い
な
る
教
え
に
感
化
さ
れ
て

付
き
従
う
人
が
増
え
て
い
く
こ
と
の
譬
え
で
す
。 

始
め
は
種
々
の
方
便
の
教
え
に
興
味
を
抱
き
着
い
て

き
た
人
も
、
徐
々
に
真
実
の
教
え
に
ふ
れ
な
が
ら
、

「
大
白
牛
車
」
と
と
も
に
歩
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

法
華
経
を
信
仰
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
大
白
牛
車
」

と
と
も
に
歩
む
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。 

   

又
多
僕
従 

而
侍
衛
之 

 

「
仏
さ
ま
の
教
え
に
感
化
さ
れ
る
者
た
ち
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

う 
 

た 
 

ぼ
く
じ
ゅ
う 
 

 
 

に 
 

じ 
 

え
い 

し 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

  先負 奎    

旧 8 月 1４日   

木曜    28  
長
者
に
は
限
り
な
い
財
宝
が
多
く
の
蔵
に
充
満
し
て

い
る
の
で
、
本
当
に
良
い
も
の
を
、
ど
の
子
に
も
差

別
す
る
こ
と
な
く
平
等
に
与
え
ま
し
た
。 

同
じ
よ
う
に
、
仏
さ
ま
は
善
人
で
も
悪
人
で
も
、
賢

者
で
も
愚
者
で
も
、
悟
り
へ
と
向
か
う
真
実
の
教
え

を
お
説
き
に
な
り
ま
す
。 

始
め
に
三
車
を
見
せ
て
、
最
終
的
に
大
白
牛
車
を
与

え
た
よ
う
に
、
ま
ず
方
便
の
浅
い
教
え
を
示
し
て
、

最
後
に
深
い
教
え
を
説
か
れ
る
の
で
す
。 

  

不
宜
差
別 

「
宜
し
く
差
別
す
べ
か
ら
ず
」 

  

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

ふ 
 

 
 

ぎ 
 

 

し
ゃ 
 

べ
つ 



不変山 永寿院 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法華経 日めくり 令和５年（2023）９月④ 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

舎
利
弗
。
爾
時
長
者
各
賜
諸
子
。
等
一
大
車
。
其
車
高
広
。 

衆
宝
荘
校
。
周
喝
欄
楯
。
四
面
懸
鈴
。
又
於
其
上
。
張
設
刑
蓋
。 

亦
以
珍
奇
雑 

宝
。
而
厳
飾
之
。
宝
縄
絞
絡
。
垂
諸
華
瓔
。 

重
敷
綩
綖
。
安
置
丹
枕
。
駕
以
白
牛
。
膚
色
充
潔
。
形
体
姝
好
。 

有
大
筋
力
。
行
歩
平
正
。
其
疾
如
風
。
又
多
僕
従
。
而
侍
衛
之
。 

所
以
者
何
。
是
大
長
者
。
財
富
無
量
。
種
種
庫
蔵
。
悉
皆
充
溢
。 

而
作
是
念
。
我
財
物
無
極
。
不
応
以
下
劣
小
車
。
与
諸
子
等
。 

今
此
幼
童
。
皆
是
吾
子
。
愛
無
偏
黨
。
我
有
如
是
。
七
宝
大
車
。 

其
数
無
量
。
応
当
等
心
。
各
各
与
之
。
不
宜
差
別
。
所
以
者
何
。 

以
我
此
物
。
周
給
一
国
。
猶
尚
不
匱
。
何
況
諸
子
。
是
時
諸
子
。 

各
乗
大
車
。
得
未
曾
有
。
非
本
所
望
。
舎
利
弗
。
於
汝
意
云
何
。 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

仏滅 婁    

旧 8 月 15 日 

金曜    29  
子
供
た
ち
は
自
分
が
望
ん
で
い
た
三
つ
の
車
よ
り
も

立
派
な
「
大
白
牛
車
」
を
目
の
前
に
し
て
、
い
ま
だ

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
大
き
な
喜
び
を
得
ま
し
た
。 

私
た
ち
凡
夫
は
自
分
が
仏
に
成
れ
る
な
ど
と
は
想
像

も
で
き
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
一
生
懸
命
に
修
行
を
し
て
い
く
と
、
自
然

と
仏
さ
ま
の
境
地
に
近
づ
き
、
自
分
で
も
思
っ
て
も

い
な
か
っ
た
ほ
ど
の
幸
福
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

の
譬
え
で
す
。 

  

非
本
所
望 

「
も
と
の
所
望
に
あ
ら
ず
」 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 

ひ 
 

 

ほ
ん 

 

し
ょ 
 

も
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

9 月   日   

  大負 胃   

旧 8 月 16 日   

土曜    30  
長
者
が
子
供
た
ち
を
助
け
る
た
め
に
三
車
を
与
え
る

と
言
っ
た
こ
と
は
、
嘘
を
つ
い
た
こ
と
に
な
る
か
？

と
、
お
釈
迦
さ
ま
は
舎
利
弗
に
尋
ね
ま
し
た
。 

舎
利
弗
は
、
命
を
救
う
た
め
の
方
便
で
あ
り
、
さ
ら

に
は
「
大
白
牛
車
」
と
い
う
大
き
な
宝
ま
で
与
え
た

の
だ
か
ら
、
嘘
と
は
言
え
ま
せ
ん
と
答
え
ま
し
た
。 

穢
れ
た
世
の
中
か
ら
逃
れ
た
い
と
仏
教
に
入
っ
た
と

し
て
も
、
修
行
が
進
め
ば
や
が
て
自
ら
が
仏
に
成
れ

る
の
だ
か
ら
、
嘘
も
方
便
と
い
う
こ
と
で
す
。 

  

非
為
虚
妄 

「
こ
れ
虚
妄
に
あ
ら
ず
」 

 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

 
 

ひ 
 

 
 

い 
 

 

こ 
 

 

も
う 
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法華経 日めくり 令和５年（2023）９月⑤ 

妙
法
蓮
華
経
譬
喩
品
第
三 

我
財
物
無
極
。
不
応
以
下
劣
小
車
。
与
諸
子
等
。
今
此
幼
童
。 

皆
是
吾
子
。
愛
無
偏
黨
。
我
有
如
是
。
七
宝
大
車
。
其
数
無
量
。 

応
当
等
心
。
各
各
与
之
。
不
宜
差
別
。
所
以
者
何
。
以
我
此
物
。 

周
給
一
国
。
猶
尚
不
匱
。
何
況
諸
子
。
是
時
諸
子
。
各
乗
大
車
。 

得
未
曾
有
。
非
本
所
望
。
舎
利
弗
。
於
汝
意
云
何
。
是
長
者
。 

等
与
諸
子
。
珍
宝
大
車
。
寧
有
虚
妄
不
。
舎
利
弗
言
。
不
也
。
世
尊
。 

是
長
者
。
但
令
諸
子
。
得
免
火
難
。
全
其
躯
命
。
非
為
虚
妄
。
何 

以
故
。
若
全
身
命
。
便
為
已
得
。
玩
好
之
具
。
況
復
方
便
。
於
彼
火
宅
。

而
抜
済
之
。
世
尊
。
若
是
長
者
。
乃
至
不
与
。
最
小
一
車
。
猶
不
虚
妄
。 

何
以
故
。
是
長
者
。
先
作
是
意
。
我
以
方
便
。
令
子
得
出
。
以
是
因
縁
。 

無
虚
妄
也
。
何
況
長
者
。
自
知
財
富
無
量
。
欲
饒
益
諸
子
。
等
与
大
車
。 


